


今月の表紙

行政報告（抜粋版）
道の駅再整備事業説明会
Setouchi Vélo協議会

4～ 7
8～10

12～13

今回の表紙は平見谷地区での自転車試走風景です。
新緑に囲まれた鮮やかな一枚となりました。

（関連記事…12・13ページ）

主な内容

◦男　性／2,474人
◦女　性／2,809人
◦合　計／5,283人
◦世　帯／2,942世帯
最新の人口情報はこちらをご覧ください。扌

人口情報（令和７年５月末時点）

当　番　医

13日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
20日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
21日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
27日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

３日㈰　落合整形外科内科（整形外科）
10日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
11日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
17日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
24日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
31日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

７月

８月

242広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号

令和7年度
青少年の被害・非行
防止全国協調月間

今月・来月上旬の行事

　今年度の最重点課題は、「インターネット利
用におけるこどもの性被害等の防止」です。
　被害者・加害者にならないためにも、インタ
ーネットの利用について皆さんで一緒に考えて
いきましょう。

◆実施期間／7月1日㈫～31日㈭
●問い合わせ先／安芸太田町教育委員会
　　　　　　　　☎22−1212

◆と　き／7月12日㈯ 17:30～22:00
◆ところ／太田川交流館かけはし周辺

◆と　き／8月2日㈯ 16:00～21:30
◆ところ／戸河内ふれあいセンター周辺

納涼納涼
加計まつり加計まつり

ふれあいふれあい
戸河内まつり戸河内まつり
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６
月
30
日
に
開
催
し
た
行
財
政
審
議

会
に
お
い
て
、
か
ね
て
予
告
し
て
お
り

ま
し
た
公
共
施
設
の
見
直
し
議
論
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
や
人
口
減
少
を
見

据
え
、
ど
の
自
治
体
も
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
施
設
の

適
正
管
理
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
町
も
平
成
29
年
３
月
に
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
計
画
で
は
、

施
設
の
総
延
床
面
積
を
20
年
間
で
30
％

削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
場
合
、
平
成
27
年
度
末
時
点

で
の
保
有
施
設
、
約
11
万
７
千
㎡
が
基

準
と
な
り
ま
す
の
で
、
令
和
17
年
度
末

で
約
８
万
２
千
㎡
ま
で
整
理
す
る
こ
と

が
目
標
と
な
り
ま
す
（
注
１
）。

　

令
和
７
年
度
末
は
ち
ょ
う
ど
計
画
期

間
の
折
り
返
し
に
あ
た
り
ま
す
が
、
そ

の
時
点
で
の
総
延
床
面
積
は
約
10
万
３

千
㎡
、
削
減
率
は
約
13
％
を
達
成
し
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で

施
設
の
削
減
自
体
は
１
万
７
千
㎡
（
約

15
％
）
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、
黎
明

館
や
も
り
み
ん
ハ
イ
ツ
な
ど
新
設
を
し

た
施
設
も
あ
る
た
め
、
こ
の
数
字
に
着

地
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
道
の
駅
の
再
整
備
な
ど
、
増

設
が
見
込
ま
れ
る
取
り
組
み
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
設
の
削

減
に
は
力
を
入
れ
る
べ
く
、
行
財
政
審

議
会
で
は
施
設
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、

方
向
性
を
し
っ
か
り
検
討
す
る
よ
う
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
一
人
当
た
り
の
公
共
施

設
の
延
床
面
積
は
令
和
２
年
度
末
時
点

で
約
18
㎡
と
県
内
で
は
ダ
ン
ト
ツ
で
高

い
割
合
（
８
町
平
均
の
２
倍
!?
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
分
普
段

の
維
持
管
理
費
も
嵩か
さ

ん
で
い
る
わ
け
で
、

ま
し
て
や
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
は
、

本
当
に
必
要
な
も
の
に
厳
選
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。

　

今
回
議
論
の
対
象
と
な
る
施
設
の
お

お
よ
そ
６
割
が
、
築
後
30
年
を
経
過
し

て
い
ま
す
。
特
に
こ
こ
最
近
の
目
ま
ぐ

る
し
い
社
会
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
30

年
も
経
て
ば
、
当
該
施
設
を
必
要
と
し

た
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
施
設
の
今

後
の
在
り
方
を
見
直
す
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
回
議
論
す
る
公
共

施
設
と
は
別
に
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ

施
設
（
道
路
や
橋
、
上
下
水
道
施
設
な

ど
）
も
保
有
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
適

切
に
維
持
管
理
し
な
け
れ
ば
生
活
そ
の

も
の
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
公

共
施
設
に
つ
い
て
は
、
相
当
危
機
感
を

持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
行
財
政
審
議
会
に

諮
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
施
設
の
維
持
・
管

理
に
使
う
か
、
そ
れ
と
も
他
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
充
て
て
い
く
の
か
は
、
町
の

財
政
運
営
に
お
け
る
重
要
な
判
断
で
す
。

皆
さ
ん
の
慎
重
な
る
ご
議
論
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
注
１
…
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
数
字

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
）

公共施設の適正管理

vol.54

橋本　博明

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号



244広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号

　

４
月
16
日
か
ら
地
域
通
貨
も
り
か
で

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
上
下
水
道

料
金
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
税
金
、
料

金
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

５
月
末
ま
で
の
地
域
通
貨
も
り
か
で

の
税
金
、
料
金
の
支
払
い
実
績
は
、
81

件
、
３
０
２
万
５
，
４
１
１
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
入
居
開
始
し
た
「
も
り
み

ん
ハ
イ
ツ
」
は
、
全
20
戸
の
う
ち
14
戸
、

町
外
か
ら
17
名
、
町
内
か
ら
15
名
が
入

居
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
家
族
向
け
は
残
り
１
戸
、

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
単
身
向
け
に
つ
い
て
は
残

り
５
戸
が
空
い
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
移
住
希
望
者
を
中
心
に
入
居
者
を

募
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

税
金
な
ど
の

　
　
　
も
り
か
支
払
い

も
り
み
ん
ハ
イ
ツ

　
　
　
　
　
入
居
状
況

企
画
Ｄ
Ｘ
課

地
域
協
働
課
・
建
設
課

　

令
和
６
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
２
億
４
，
４
７
９
万
９
千
円
と
な
り

過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

税
務
住
民
課

66月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）
　

令
和
７
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
、

６
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
上
下
水
道
料
金
審
議
会
条
例
の

制
定
な
ど
11
案
件
が
可
決
・
報
告
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ

れ
た
橋
本
町
長
の
行
政
報
告
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
契
約

議
案
な
ど
11
案
件
を
可
決
・
報
告
・
承
認

６
月
議
会

定
例
会

平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

ふるさと応援寄附金の推移

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2,747
18,159

62,652 53,044 61,971 60,625

109,947

144,005 151,282
179,102

238,699
（単位：千円）

№ 返礼品名 寄附金額
1 【三國屋】焼寿司海苔 優上  焼のり50枚（10枚×５袋詰） 73,094
2 「よしおのたい焼き」（10個入り） 27,517
3 【三國屋】 味のり旭（８切56枚）６本セット 26,499
4 【三國屋】 うみべのしおのり（10切80枚）６本セット 11,984
5 「よしおのたい焼き」（20個入り） 10,501
6 ブレンデッドジャパニーズウイスキー戸河内４本セット 10,440
7 ブレンデッドジャパニーズウイスキー戸河内PREMIUM　700ml 8,376
8 戸河内ウイスキー飲み比べセット（PREMIUM・PEATEDCASK） 6,600
9 【三國屋】 焼寿司海苔 超特撰 焼のり30枚（10枚×３袋詰） 5,304
10 【令和６年産】ヒノヒカリ　玄米５kg×２袋　計10kg 3,263

（単位：千円）返礼品の上位10品目
　

内
訳
は
、「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

が
１
万
７
，
５
３
９
件
の
２
億
３
，
８

６
９
万
９
千
円
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
」
が
７
社
か
ら
６
１
０
万
円
の
ご

支
援
・
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
推
移
、
人

気
返
礼
品
の
状
況
は
次
の
グ
ラ
フ
・
表

の
と
お
り
で
す
。
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令
和
７
年
度
か
ら
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
は
第
３
期
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
は
第
６
期
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
説
明
会

を
町
内
３
か
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
業
活
動
に
限
ら
ず
、
中
山
間
地
域

ら
し
い
景
観
の
維
持
や
有
害
鳥
獣
対
策

な
ど
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十

分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度

産
業
観
光
課

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
基

に
、
令
和
６
年
12
月
13
日
の
段
階
で
住

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
対
し
て
、
１

令
和
６
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
給
付
金

健
康
福
祉
課

　

広
島
市
と
の
水
道
事
業
に
係
る
連
携

を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
連
携
協
定
を

令
和
７
年
３
月
26
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
協
定
を
元
に
、
今
年
度
か
ら
、

給
水
区
域
内
の
水
質
検
査
お
よ
び
水
質

異
常
時
の
危
機
管
理
強
化
に
資
す
る
業

務
を
広
島
市
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、

広
島
市
水
道
局
の
出
店
ブ
ー
ス
に
参
加

し
、
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
や
水
源

保
全
の
取
組
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
町
の
水
道
事
業
の
経
営
の
安
定
化

に
繋
が
る
よ
う
、
今
後
も
更
な
る
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
島
市
と
水
道
事
業
に

係
る
連
携
協
定

建
設
課

66月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）

区　　分 内　　　　　容

給　付　額
住民税非課税世帯：915世帯（１世帯３万円）
子ども加算：31世帯・51人 （１人あたり２万円）
※町地域通貨「morica」へ期間限定ポイント付与

給付合計額
（実績） 28,470,000円

利 用 実 績 16,480,856ポイント（利用率59.56％）
※令和７年３月末現在

利 用 期 間 令和７年２月13日～令和７年８月31日

　

４
月
10
日
に
地
域
住
民
お
よ
び
関
係

地
権
者
へ
向
け
て
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
、

広
島
県
と
合
同
で
、
説
明
会
を
開
催
し
、

道
路
構
造
お
よ
び
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
ご
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
５
月
末
よ
り
現
地
で
の

用
地
測
量
作
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
よ

び
広
島
県
と
情
報
共
有
や
課
題
確
認
を

綿
密
に
実
施
し
、
円
滑
な
事
業
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
イ

ン
タ
ー
化

建
設
課

世
帯
当
た
り
３
万
円
の
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
付
対
象
と
な
る
世
帯
に
18

歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
に
は
、
子

ど
も
一
人
あ
た
り
２
万
円
の
子
ど
も
加

算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
給
付
お
よ
び
利
用
実
績
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
を
町
内
18

会
場
で
行
い
１
，
３
７
３
件
の
申
告
を

受
付
け
ま
し
た
。
こ
の
申
告
に
基
づ
き

令
和
７
年
度
町
県
民
税
の
賦
課
作
業
を

行
い
、
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
の
登
録
に
基
づ
き

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
、
土
地
・

家
屋
の
評
価
、
償
却
資
産
の
算
定
に
基

づ
き
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
そ
れ

ぞ
れ
発
送
し
ま
し
た
。

税
務
行
政
の
推
進税

務
住
民
課

フルインター化のイメージ図フルインター化のイメージ図

➡戸
河内
IC

広島
JCT
➡
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物
価
が
高
騰
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、

利
用
者
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
食

事
の
提
供
を
伴
う
町
内
の
介
護
や
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、

負
担
を
軽
減
し
、
安
定
し
た
事
業
運
営

が
維
持
で
き
る
よ
う
、
国
の
「
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
お
よ
び
県
補
助
金
を
活
用
し
、
町

内
の
５
法
人
（
18
事
業
所
）
に
総
額
４

４
６
万
９
千
円
を
事
業
支
援
金
と
し
て

支
給
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
、
本
町
に

お
い
て
必
要
な
医
療
を
提
供
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
将
来
に
お
け
る
過
疎
地
域

の
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
議
論
す
る
、

安
芸
太
田
町
病
院
事
業
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
初
会
合
を
５
月
29
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
合
で
は
、
本
委
員
会
の
目
的
や
検

　

令
和
７
年
度
の
小
・
中
学
校
、
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
児
童
・
生
徒
・

在
園
児
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

各
小
中
学
校
で
は
、
今
年
度
も
学
校

運
営
協
議
会
を
中
心
に
、
地
域
と
つ
な

が
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
に
お
い
て

は
、
本
町
独
自
の
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

を
模
索
す
る
た
め
、
地
域
の
自
然
を
生

か
し
た
遊
び
（
園
外
保
育
）
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
14
日
か
ら
16
日
に
は
、

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
の
先
進
地
で
あ

安
芸
太
田
町
社
会
福
祉
施

設
食
材
費
等
高
騰
対
策
支

援
金
支
給
事
業
の
実
施

安
芸
太
田
町
病
院
事
業

あ
り
方
検
討
委
員
会

小
・
中
学
校
、
保
育
所

・
認
定
こ
ど
も
園
の
教

育
・
保
育
活
動

健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課

教
育
課

66月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）

討
項
目
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
確

認
す
る
と
と
も
に
、
安
芸
太
田
病
院
事

業
の
現
状
や
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
情
報
共

有
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
回
（
第
２
回
）
は
７
月
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
協
議
内
容
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
町
公
式
サ
イ
ト
な
ど
に

随
時
掲
載
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

区　　分 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合　計
加計小学校　 13 17 20 16 17 19 102
筒賀小学校　 2 7 6 6 7 11 39
戸河内小学校 9 7 6 10 10 9 51

合　　計 24 31 32 32 34 39 192

区　　分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合　計
認定こども園とごうち　 1 2 8 9 8 5 33
加計認定こども園あさひ 0 6 1 3 4 8 22
筒賀保育所　　　　　　 0 0 1 2 2 2 7
修道保育所　　　　　　 0 2 0 0 0 2 4

合　　計 1 10 10 14 14 17 66

区　　分 １年生 ２年生 ３年生 合　計
加計中学校　　 14 15 17 46
安芸太田中学校 14 16 17 47

合　　計 28 31 34 93

区　　分 １年生 ２年生 ３年生 合　計
加計高校生徒数 40 37 33 110

うち寮生 21 14 16 51

　

本
年
度
の
加
計
高
校
の
新
入
生
は
40

人
、
総
生
徒
数
は
１
１
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
新
入
生
の
う
ち
本
町
中
学
校
か

ら
17
人
、
県
内
が
14
人
、
県
外
か
ら
の

入
学
生
徒
が
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

引
き
続
き
「
生
徒
寮
、
公
営

　
　
　

塾
、
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
、
教
育

　
　
　

支
援
な
ど
」
を
推
進
し
、
全
国

　
　
　

の
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
高
校

　
　
　

を
め
ざ
し
、
魅
力
向
上
の
た
め

　
　
　

の
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

加
計
高
校
支
援

教
育
課

る
長
野
県
「
野
あ
そ
び
保
育
み
っ
け
」

に
保
育
関
係
者
で
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

●
令
和
７
年
５
月
１
日
現
在

（
単
位
…
人
）
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令
和
７
年
４
月
に
安
芸
太
田
病
院
で

は
整
形
外
科
医
師
１
名
と
内
科
医
師
４

名
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
常
勤
医
師

は
10
名
（
１
名
産
休
中
）
で
、
１
名
が

育
休
明
け
の
時
短
勤
務
を
始
め
、
産
休

中
の
医
師
も
育
休
な
し
で
職
場
復
帰
す

る
意
向
で
す
の
で
、
予
定
通
り
で
あ
れ

ば
、
昨
年
よ
り
１
名
増
の
体
制
で
運
営

す
る
予
定
で
す
。

安
芸
太
田
病
院
の
医
療

提
供
体
制
な
ど

病
院
事
業

66月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）
　

本
年
８
月
５
日
か
ら
９
日
に
本
町
で

実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
全
国
高
等
学

校
体
育
大
会
登
山
大
会
に
つ
い
て
、
安

全
か
つ
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
、
５

月
15
日
に
陸
上
自
衛
隊
第
46
普
通
科
連

隊
と
協
力
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式

を
県
庁
で
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校

体
育
大
会
登
山
大
会
に
お
け

る
自
衛
隊
と
の
調
印
式教

育
課

　

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

　

物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
昨

年
度
実
施
し
た
定
額
減
税
補
足
給
付

事
業
に
係
る
給
付
不
足
額
へ
の
対
応

に
６
８
８
万
円
、
国
庫
補
助
金
の
採

択
に
伴
う
町
道
法
面
補
修
工
事
お
よ

び
橋
梁
修
繕
や
河
川
改
良
事
業
な
ど

に
９
，
０
１
０
万
円
。

　

ま
た
、
除
雪
機
購
入
補
助
事
業
の

１
０
０
万
円
や
学
校
施
設
の
修
繕
費

１
０
８
万
円
な
ど
を
含
む
総
額
１
億

２
，
４
５
１
万
５
千
円
の
増
額
補
正

で
、
補
正
後
の
累
計
額
は
89
億
７
，

４
５
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
安
芸
太
田
町
上
下
水
道
料
金
審

　

議
会
条
例
の
制
定

安
芸
太
田
町
上
下
水
道
料
金
審
議
会

の
設
置
に
伴
う
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
ホ

　

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
除
雪
車
）

　

財
産
（
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
除
雪

車
）
の
取
得
に
つ
い
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

取
得
金
額
は
１
，
７
７
１
万
円

で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
児

　

童
生
徒
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）

　

財
産
（
児
童
生
徒
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
）
の
取
得
に
つ
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

取
得
金
額
は
２
，
７
３
１
万
１
，

８
３
４
円
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
看
護
部
の
ト
ッ
プ
と

し
て
広
島
市
立
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
安

佐
市
民
病
院
か
ら
副
院
長
を
迎
え
、
医

療
を
受
け
る
み
な
さ
ま
の
心
身
の
安
定

に
繋
が
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

令和6年度　電源立地地域対策交付金を以下事業に活用しました

令和６年度電源立地
地域対策交付金活用
事業　　　　　　　

（単位：円）

交付金事業の名称 概 要 交付金事業に
要した経費 交付金充当額

林道維持補修事業
（林道大朝鹿野線舗装工事）

Ｌ＝ 1,497ｍ
Ａ＝10,632㎡ 29,505,300 28,110,000

　電源立地地域対策交付金とは、発電用施設の円滑な立地および運転を確保するため、発電用施設
が立地する自治体等に対して国から交付されるものです。これにより、地域住民の福祉の向上を図
る事業に使われます。
　昨年度、安芸太田町には2,811万円交付され、林道の維持補修に活用しました。
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道の駅再整備事業説明会

道
の
駅
再
整
備
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

○
道
の
駅
の
目
標
（
来
場
者
数
１
０
０
万

　

人
、
売
上
６
億
円
）
の
算
定
根
拠
は
？

●
近
隣
の
道
の
駅
の
実
績
を
参
考
に
年
間

　

１
０
０
万
人
を
設
定
し
、
現
状
の
買
い

　

上
げ
率
と
客
単
価
か
ら
６
億
円
を
算
出

　

し
ま
し
た
。

○
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
目
標

　

を
定
め
て
い
る
の
か
。

●
道
の
駅
の
目
標
と
す
る
年
間
来
場
者
数

　

１
０
０
万
人
、
売
上
６
億
円
が
継
続
的

　

５
月
15
日
・
18
日
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
道
の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
再
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
に
対
す
る
回
答
を
整
理

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

に
達
成
で
き
る
水
準
を
求
め
て
い
ま
す
。

○
損
益
計
算
書
、
利
益
率
、
雇
用
者
数
な

　

ど
に
つ
い
て
情
報
を
知
り
た
い
。

●
損
益
計
算
な
ど
の
経
営
計
画
に
つ
い
て

　

は
、
詳
細
設
計
が
完
了
し
た
段
階
で
改

　

め
て
整
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
道
の
駅
の
経
営
が
苦
し
い
場
合
、
町
か

　

ら
Ｓ
Ｐ
Ｃ
へ
補
助
金
な
ど
を
出
す
の
か
。

●
指
定
管
理
料
を
含
む
契
約
金
（
２
１
・

　

５
億
円
）
の
中
で
、
事
業
費
を
賄
っ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
町
か
ら
追
加
の

　

補
助
な
ど
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

○
財
源
の
具
体
的
な
金
額
は
？

●
財
源
は
国
の
交
付
金
（
約
７
億
円
）
や

　

過
疎
債
（
約
８
・
５
億
円
）
を
見
込
ん

　

で
い
ま
す
。

○
道
の
駅
の
事
業
の
柱
は
何
か
。
ソ
フ
ト

　

面
の
充
実
に
つ
い
て
、
検
討
が
進
ん
で

　

い
る
の
か
。

●
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
つ
な
ぐ
拠
点
と

　

し
て
、
地
域
資
源
の
活
用
や
新
店
舗
の

　

誘
致
な
ど
に
よ
り
、
顧
客
価
値
の
向
上

　

を
図
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
検
討
は
、
こ
れ
か
ら
と
な
り

　

ま
す
。

○
コ
ン
セ
プ
ト
が
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
い

　

な
い
の
で
は
な
い
か
。

●
令
和
５
年
４
月
に
策
定
し
た
基
本
計
画

　

に
お
い
て
道
の
駅
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定

　

め
て
お
り
、
同
計
画
に
基
づ
い
て
事
業

　

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

○
基
本
計
画
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
な

　

い
の
で
は
な
い
か
。

●
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
道
の
駅
の
出

　

入
口
を
東
西
２
か
所
と
し
て
い
ま
し
た

　

が
、
警
察
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
西
側

　

の
１
か
所
と
す
る
よ
う
変
更
し
て
お
り

　

ま
す
。
そ
の
他
大
幅
に
変
更
す
る
内
容

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
道
の
駅
を
起
点
に
、
各
観
光
地
へ
の
周

　

遊
を
狙
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
各
観
光

　

地
の
取
組
が
進
ん
で
い
な
い
。

●
道
の
駅
を
起
点
と
す
る
二
次
交
通
（
も

　

り
カ
ー
、
自
転
車
な
ど
）
の
環
境
整
備

　

に
注
力
し
な
が
ら
、
周
辺
の
観
光
地
の

　

整
備
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

　

ま
す
。

○
既
存
の
周
辺
事
業
者
は
道
の
駅
に
残
る

　

の
か
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
Ｊ
Ａ
は
新
駅

　

舎
に
出
店
し
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
道

　

の
駅
周
辺
へ
の
移
転
を
視
野
に
入
れ
、

　

継
続
し
て
営
業
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
出
入
口
が
１
か
所
で
円
滑
に
客
を
誘
導

　

で
き
る
の
か
。

●
出
入
口
を
１
か
所
に
す
る
こ
と
で
、
車

　

両
の
滞
留
や
交
錯
に
よ
る
交
通
渋
滞
を

　

軽
減
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

○
出
入
口
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

●
来
訪
者
が
迷
わ
ず
進
入
で
き
る
よ
う
、

　

適
切
な
誘
導
表
示
を
行
う
予
定
で
す
。

○
現
在
の
駅
舎
周
辺
は
ど
の
よ
う
に
な
る

　

の
か
。

●
現
在
の
駅
舎
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

　

た
め
解
体
し
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
公

　

衆
ト
イ
レ
は
存
置
す
る
予
定
で
す
。

○
出
店
者
な
ど
の
駐
車
台
数
は
ど
れ
位
の

　

数
を
考
え
て
い
る
の
か
。

●
出
店
者
の
駐
車
場
は
、
新
駅
舎
の
東
側

　

に
あ
る
駐
車
場
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
従

　

業
員
数
に
応
じ
て
専
用
区
画
を
変
更
す

　

る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

○
広
場
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ

　

と
は
で
き
る
の
か
。

●
屋
外
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
て
、
神
楽
上

　

演
な
ど
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
可

　

能
と
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
特
徴
で
も
あ
る
木
材
活
用
を
検

　

討
し
て
ほ
し
い
。

●
建
設
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
、
鉄
骨

　

造
と
し
て
い
ま
す
が
、
内
装
な
ど
の
木

※
説
明
会
当
日
に
お
答
え
で
き
な
か
っ
た

　

内
容
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
整
理
し
記

　

載
し
て
い
ま
す
。

※
質
問
の
意
図
や
回
答
を
分
か
り
や
す
く

　

す
る
た
め
、
実
際
の
発
言
と
は
異
な
る

　

部
分
が
あ
り
ま
す
。

※
「
Ｓ
Ｐ
Ｃ
」
と
は
、
道
の
駅
再
整
備
事

　

業
を
担
う
特
別
目
的
会
社
「
株
式
会
社

　

ゲ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
お
お
た
」

　

の
こ
と
で
す
。

○
…
ご
意
見
・
ご
質
問　

●
…
町
の
考
え

事
業
計
画
に
関
す
る
内
容

施
設
配
置
に
関
す
る
内
容

駅
舎
に
関
す
る
内
容
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道の駅再整備事業説明会
　

質
化
を
積
極
的
に
行
う
計
画
と
し
て
い

　

ま
す
。

○
店
舗
配
置
を
教
え
て
ほ
し
い
。

●
飲
食
施
設
と
物
販
施
設
を
連
続
し
て
配

　

置
し
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る
予
定
で
す
。

○
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
の
用
途
は
？

●
飲
食
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
で
利
用
い
た

　

だ
け
る
よ
う
想
定
し
て
い
ま
す
。

○
６
次
産
業
化
商
品
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

　

は
何
か
。

●
地
域
商
社
が
扱
う
特
産
品
・
加
工
品
の

　

ほ
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
も
旬
の
食
材
を
活
用
し

　

た
商
品
や
写
真
映
え
す
る
名
産
品
を
創

　

出
し
、
町
内
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
後

　

押
し
し
ま
す
。

○
施
設
規
模
の
拡
大
、
商
品
拡
充
の
た
め

　

に
は
、
生
産
者
増
が
求
め
ら
れ
る
。

●
既
存
農
家
の
支
援
だ
け
で
な
く
新
規
農

　

家
の
獲
得
に
も
注
力
し
、
生
鮮
食
品
や

　

海
産
物
な
ど
の
商
品
拡
充
を
図
る
計
画

　

と
し
て
い
ま
す
。

○
地
元
の
施
設
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
地
域

　

商
社
が
主
に
な
ら
な
い
の
か
。

●
本
事
業
は
、
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
事

　

業
で
あ
り
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

　

お
い
て
、
最
優
秀
提
案
者
を
実
施
主
体

　

と
し
て
施
設
の
運
営
を
お
願
い
し
て
い

　

る
と
こ
ろ
で
す
。

○
運
営
事
業
者
は
何
を
収
入
源
に
す
る
の

　

か
。

●
出
店
事
業
者
の
出
店
料
や
会
議
室
な
ど

　

の
利
用
料
金
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
自

　

動
販
売
機
な
ど
の
自
主
事
業
の
売
上
が

　

主
な
収
入
源
と
な
り
ま
す
。

○
出
店
事
業
者
の
賃
料
が
跳
ね
上
が
る
の

　

で
は
な
い
か
。
ど
れ
だ
け
の
賃
料
が
払

　

え
る
の
か
試
算
す
べ
き
で
は
？

●
賃
料
は
売
上
連
動
と
す
る
予
定
で
す
。

　

出
店
事
業
者
の
売
上
が
増
え
る
ほ
ど
Ｓ

　

Ｐ
Ｃ
の
収
入
も
増
え
、
道
の
駅
全
体
の

　

魅
力
化
に
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み
た

　

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
住
民
主
役
で
道
の
駅
を
盛
り
上
げ
る
た

　

め
、
住
民
の
意
見
を
大
事
に
す
る
シ
ス

　

テ
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

●
再
整
備
後
の
道
の
駅
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
よ

　

る
運
営
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
事

　

業
の
進
捗
に
つ
い
て
適
宜
説
明
会
を
行

　

う
中
で
、
住
民
の
意
見
も
伺
う
こ
と
と

　

し
て
い
ま
す
。

○
な
ぜ
上
殿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ

　

け
で
説
明
会
を
開
催
す
る
の
か
。

●
道
の
駅
が
立
地
す
る
上
殿
地
域
に
お
い

　

て
多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と

　

を
見
込
み
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

　

し
た
。

　

今
後
は
、
他
地
域
も
含
め
て
開
催
を
検

　

討
し
ま
す
。

○
水
に
親
し
む
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

　

は
ど
う
か
。

●
河
川
敷
に
あ
る
「
上
殿
さ
く
ら
公
園
」

　

に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
河
川
環

　

境
を
活
か
し
た
事
業
展
開
を
期
待
し
て

　

い
ま
す
。

○
町
内
の
生
産
者
は
減
っ
て
い
く
一
方
で

　

あ
る
。
補
助
な
ど
考
え
て
い
る
の
か
。

●
ひ
ろ
し
ま
活
力
生
を
含
む
認
定
農
業
者

　

な
ど
の
専
業
農
家
は
支
援
を
継
続
し
、

　

経
営
面
積
を
拡
大
す
る
よ
う
に
計
画
し

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
兼
業
農
家
の
出
荷

　

を
後
押
し
す
る
た
め
、
新
た
に
小
規
模

　

生
産
者
を
支
援
す
る
事
業
を
始
め
て
い

　

ま
す
。

○
上
殿
さ
く
ら
公
園
や
道
の
駅
周
辺
を
桜

　

で
囲
む
の
は
ど
う
か
。
既
存
の
桜
は
残

　

る
の
か
、
伐
採
さ
れ
る
の
か
。

●
道
の
駅
周
辺
を
桜
で
囲
む
計
画
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
上
殿
さ
く
ら
公
園
の
桜
に
つ

　

い
て
は
存
置
し
、
桜
の
周
り
に
ベ
ン
チ

　

な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
訪

　

客
の
憩
い
の
場
と
す
る
計
画
と
し
て
い

　

ま
す
。

○
筒
賀
松
原
方
面
へ
架
か
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

　

鉄
橋
は
撤
去
す
る
の
か
。

●
道
の
駅
再
整
備
事
業
で
の
撤
去
対
応
は

　

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
災
害
時
に
住
民
が
避
難
で
き
る
防
災
施

　

設
と
し
て
利
用
で
き
る
の
か
。

●
住
民
も
含
め
た
施
設
利
用
者
の
一
時
避

　

難
場
所
と
し
て
活
用
可
能
と
な
る
よ
う
、

　

飲
食
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
開
放
す
る
ほ
か
、

　

毛
布
な
ど
を
置
く
備
蓄
倉
庫
、
非
常
電

　

源
装
置
な
ど
を
設
置
す
る
計
画
と
し
て

　

い
ま
す
。

○
工
事
期
間
中
は
、
敷
地
内
は
全
面
閉
鎖

　

に
な
る
の
か
。

●
工
事
期
間
中
は
、
敷
地
内
を
区
分
け
し
、

　

駐
車
場
を
確
保
し
つ
つ
段
階
的
に
整
備

　

し
、
既
存
店
舗
が
継
続
営
業
で
き
る
よ

　

う
仮
設
店
舗
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

○
出
入
口
付
近
の
車
両
動
線
上
に
セ
ン
タ

　

ー
ラ
イ
ン
が
な
い
の
で
対
応
す
べ
き
。

●
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
適

　

切
な
車
道
の
幅
員
を
確
保
し
た
上
で
、

　

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
を
計
画

　

し
て
い
ま
す
。

○
旧
Ｊ
Ｒ
線
路
跡
地
側
か
ら
道
の
駅
バ
ス

　

停
に
向
か
う
横
断
歩
道
は
あ
る
の
か
。

●
横
断
歩
道
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歩
行
者

　

が
横
断
す
る
際
の
安
全
確
保
の
た
め
の

　

対
策
を
別
途
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

　

ま
す
。

○
屋
外
の
防
災
行
政
無
線
放
送
を
整
備
し

　

て
ほ
し
い
。

●
本
事
業
に
よ
る
防
災
行
政
無
線
放
送
の

　

整
備
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
事
業
を
担
う
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
な
ぜ
説
明
会
に

　

来
て
い
な
い
の
か
。

●
現
段
階
で
は
設
計
途
中
で
あ
り
未
確
定

　

の
内
容
が
多
い
た
め
、
道
の
駅
の
設
置

　

者
で
あ
る
町
が
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

　

た
。
次
回
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
主
催
に
よ
り
着

　

工
前
の
事
業
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。

物
販
（
産
直
市
）
に
関
す
る
内
容

そ
の
他
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moricaアプリ登録キャンペーン
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●
前
回
ク
イ
ズ
の
解
説

Ｑ
も
り
か
ア
プ
リ
の
画
面
下
部
分
に

　

は
、
複
数
の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ

　

て
い
ま
す
が
、
広
報
６
月
号
「
も
り

　

か
ア
プ
リ
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

　
〈
問
題
（
第
２
弾
）〉
に
示
さ
れ
て
い

　

る
画
像
と
現
在
の
も
り
か
ア
プ
リ
と

　

比
較
し
て
足
り
な
い
ア
イ
コ
ン
は
何

　

で
し
ょ
う
か
？

Ａ
図
書
館

《
解　

説
》

　

も
り
か
ア
プ
リ
で
は
、
電
子
マ
ネ
ー

　

決
済
機
能
に
加
え
、
行
政
情
報
の
発

　

信
機
能
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
前
回
の
ク
イ
ズ
の
答
え
と

　

な
っ
た
「
図
書
館
」
を
押
す
【
図
１
】

　

と
、
町
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

【
図
２
】
に
ペ
ー
ジ
が
移
り
、
閲
覧

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
図
４
】
の
よ
う
に
読
み
た
い
広
報
を

選
択
す
る
と
、
【
図
５
】
の
よ
う
に
最

新
号
の
広
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、「
広
報
」
を
押
す
【
図
３
】
と
、

町
公
式
サ
イ
ト
の
広
報
に
ペ
ー
ジ
が
移

り
ま
す
。

〈
問
題
（
第
３
弾
）〉

　

も
り
か
ア
プ
リ
の
ホ
ー
ム
画
面
上
部

に
あ
る
「
も
り
か
カ
ー
ド
」
右
上
の
ベ

ル
マ
ー
ク
に
は
ど
ん
な
機
能
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

◦
回
答
方
法
／
も
り
か
ア
プ
リ
の
「
ク

　

イ
ズ
」
ボ
タ
ン
か
ら
回
答
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◦
ク
イ
ズ
回
答
期
限
／
７
月
30
日

◦
も
り
か
マ
ネ
ー
付
与
日
／
８
月
30
日

moricaアプリ登録キャンペーン

●
も
り
か
ア
プ
リ
の
登

　

録
は
町
公
式
サ
イ
ト

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
主
な
３
つ
の
機
能
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
、
複
数

の
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
押
し

て
、
各
種
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
ご
覧
く
だ

さ
い
‼

　
　
　
　
　

「
防
災
無
線
」
は
、
ア
プ

　
　
　
　
　

リ
か
ら
防
災
行
政
無
線
放

　
　
　
　
　

送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
外
出
中
で
も
、
無
線
放
送
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
Ｄ
Ｘ
課
（
Ｄ
Ｘ
推
進
係
）

☎
２
８−

１
９
６
７

図２図３

図５

※ベルマークを
　押してみてね!!

図１

も
り
か
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
ク
イ
ズ
に
回
答
す
る
と
正
解

し
た
町
民
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名

に
、
５
千
円
分
の
も
り
か
マ
ネ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

図４

登
録
方
法
に
関

す
る
動
画
も
掲

載
し
て
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

➡ここから➡ここから
回答してね!!回答してね!!

押す!!

押す!!



　

中
四
国
地
方
の
国
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
82
団
体
で
構
成
さ
れ
るSetouchi 

V
élo

協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
６
月
２

日
に
安
芸
太
田
町
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
受
け
入
れ
意
識
の
向
上
な
ど
に
向
け

た
関
係
自
治
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
都
市
部
や
沿
岸
部
で
開
催

さ
れ
て
い
た
本
イ
ベ
ン
ト
が
山
間
部
で

開
催
さ
れ
る
の
は
、
今
回
の
安
芸
太
田

町
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
イ
ド
（
自

転
車
走
行
体
験
）、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
基

調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
交
流
会
）
の
３
部
構

成
で
行
わ
れ
、
約
40
名
の
自
治
体
職
員

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
安
芸

太
田
町
産
の
食
材
を

使
用
し
た
お
弁
当
を

提
供
し
、
参
加
者
か

ら
は
大
い
に
好
評
を

得
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
イ
ド

Setouchi Vélo協議会

安
芸
太
田
町
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

S
etouchi V

élo

協
議
会

　

Ｅ

−

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
（
電
動
ア
シ
ス
ト
付

き
自
転
車
）
で
、
温
井
ダ
ム
を
発
着
に

猪
山
と
平
見
谷
周
辺
の
林
道
な
ど
、
自

然
を
満
喫
で
き
る
コ
ー
ス
を
試
走
し
ま

し
た
。

　

新
緑
の
川
を
眺
め
な
が
ら
走
行
で
き

る
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
参
加
者
か
ら
、

「
他
に
は
な
い
、
大
変
魅
力
的
な
コ
ー

ス
」
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
安
芸

太
田
町
な
ら
で
は
の
豊
か
な
自
然
を
活

用
し
た
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能

性
に
大
き
な
期
待
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
休

憩
所
）
で
は
、
猪
山
自
治
会
の
方
々
が

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
参
加
者
に
歓

迎
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、　
「
よ
し
お
」
の
た
い
焼
き
や
「
き

っ
ち
ん
た
ま
が
わ
」
の
黒
米
玄
米
お
は

ぎ
、
筒
賀
の
天
然
水
な
ど
、
安
芸
太
田

グ
ル
メ
を
し
っ
か
り
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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セ
ト
ウ
チ

ヴ
ェ
ロ
ー



　

橋
本
町
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
た
ほ
か
、
開
催
地
発
表
と
し
て
広
島

県
か
ら
「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
拠
点

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
た
後
、
安
芸
太
田
町
よ
り
「
里

山
を
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
取
組
」

に
つ
い
て
、
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
長
野
県
の
白
馬
マ

ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
ブ
の
原
代
表
か
ら
、
白

馬
村
で
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
取
組

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
放
課

後
に
遊
べ
る
場
と
し
て
ク
ラ
ブ
を
運
営

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
の
公
式
大
会
を
主
催
す
る
な
ど
競
技

と
し
て
の
普
及
促
進
に
も
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
山
間
部
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、

門か
ど

田た

プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
と
な
り
、
橋
本
町
長
、
広
島
県

観
光
課
の
木き

津づ

参
事
、
オ
サ
カ
ナ
農
園

自
然
学
校
の
小お

坂さ
か

代
表
、
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
の
迫さ
こ

田だ

編
集
長
、
バ
イ
シ
ク
ル

ク
ラ
ブ
の
山や
ま

口ぐ
ち

編
集
長
に
よ
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
か

し
て
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、

新
た
な
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

本
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
に
あ
た
り
、

猪
山
自
治
会
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
の
本

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
な
ど

の
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
、
多
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

Setouchi Vélo協議会
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令
和
７
年
度
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
「
優
秀
賞
」
受
賞
！

令
和
７
年
度
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践

図
書
館
・
団
体　

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　

昨
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
作
成
・
発
行
さ
れ
た
加
計
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
新
聞
「
や
ま
び
こ
」
が
見
事
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
を

考
え
る　

Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
何
だ
？
」
や
、

「
加
計
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
や
各
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て
」
な
ど
、
分
か
り
や
す

　

４
月
23
日
、
令
和
７
年
度
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
記
念
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
、
加
計
小
学
校

で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
い
る
「
な
な
い
ろ
」
さ
ん
が
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
、
受
賞

を
心
か
ら
お
祝
い
し
ま
す
。
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公益財団法人　広島県市町村振興協会

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
目
標
「
子
ど
も
と
た
く
さ
ん

話
そ
う　

大
人
も
話
そ
う
」
を
合
言
葉

に
、
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
が
意
見
を
出

し
合
っ
て
完
成
さ
せ
た
力
作
で
す
。

　

今
年
は
、
「
加
計
小
創
立
１
５
０
周

年
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
す
る
そ
う
で
す
。

　

「
優
秀
賞
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

昨年度と今年度の広報委員さんたち

加
計
小
Ｐ
Ｔ
Ａ



※諸事情により、掲載できません。

　

６
月
７
日
～
８
日
、
芸
北
地
区
中

学
校
選
手
権
大
会
が
郡
内
体
育
施
設

各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
卓
球
部
は
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

芸
北
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会

【
野
球
】
軟
式
野
球
の
部

　

第
２
位　

安
芸
太
田
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
卓
球
】

◦
女
子
団
体

　

第
１
位　

安
芸
太
田
中
学
校

◦
女
子
個
人

　

第
３
位　

森も
り

脇わ
き　

梨り

心こ

　
（
安
芸
太
田
中
３
年
）

　

第
６
位　

木き
の

下し
た　

愛め
ぐ

夢み

（
安
芸
太
田
中
３
年
）

　

第
７
位　

小お

坂さ
か

真ま

菜な

実み

（
安
芸
太
田
中
３
年
）

加計中学校バレー部加計中学校バレー部

安芸太田中学校バレー部安芸太田中学校バレー部

加計中学校卓球部加計中学校卓球部

安芸太田中学校卓球部安芸太田中学校卓球部

加計中学校加計中学校野球部野球部

安芸太田中学校安芸太田中学校野球部野球部

加計中学校女子ソフトテニス部加計中学校女子ソフトテニス部

安芸太田中学校剣道部安芸太田中学校剣道部
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安芸太田町国民健康保険からのお知らせ

2416

　令和６年12月２日からマイナ保険証の利用を基本とする仕組みに変わりました。
　このため、今年からマイナ保険証の保有状況に応じて、８月１日から使用する新しい「資格確認
書」または「資格情報のお知らせ」を７月下旬に加入世帯へ送付します。

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号

　現在お持ちの「保険証」または「限度額認定証」の有効期限は、
令和7年7月31日までです。

※「資格確認書」と「資格情報のお知らせ」は同じ世帯であっても別の封筒で届きます。
※マイナ保険証をお持ちの人で「資格確認書」の交付を希望される場合は申請が必要ですので、お問い
　合わせください。
※有効期限の切れた古い「保険証」や「資格確認書」は、８月以降、各自廃棄されるか、本庁税務住民
　課または各支所にお返しください。

※安芸太田町健診事業（山ゆり健診・人間ドック）を受診あるいは申し込み予約をされていない人へ、
　「受診券」「問診票」を７月下旬にお送りします。

国民健康保険資格確認書の更新

特定健診を受診しましょう
　特定健診は、40歳～74歳の人を対象に実施する健診で、生活習慣を改善
するきっかけとなるものです。
　生活習慣病は、生活習慣の改善によって予防できますので、毎年受診し
て健康づくりに取り組みましょう！
　特定健診を受診するには、事前に医療機関に予約してください。
　特定健診を受診された人全員に５千円分のmoricaマネーをプレゼント
します。この機会にぜひ受診しましょう！

①直接、医療機関に受診の予約をしてください。

②マイナ保険証または資格確認書、受診券（オレンジ色）、問診
　票を持って予約日に受診してください。

③受診後、結果が通知されます。

④特定保健指導の対象者には、別途連絡があります。保健師に
　よる保健指導を受けて、生活習慣の改善に活用しましょう。

受
診
方
法

マイナ保険証を
お持ちの方　　

あなたの資格情報を記載した「資格情報のお知らせ」を送付します。
引続きマイナ保険証で医療機関等を受診してください。
※資格情報のお知らせのみでは受診できませんので、ご注意ください。

マイナ保険証を
お持ちでない方

８月１日から使用する新しい水色の「資格確認書」を送付します。
これまでの保険証と同様に医療機関などの窓口で提示してください。

●問い合わせ先／税務住民課 ☎28−2114　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
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安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 

【受付時間】午前９時～午後５時　土曜・日曜・年末年始12/29～1/3を除きます。
◎携帯電話からも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレーショ
　ン事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった場合
　でもお気軽にお電話ください。

審査  25−67

広告

0120−116116

●問い合わせ先／税務住民課 ☎28−2114　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
広島県後期高齢者医療広域連合事務局　業務課　資格保険料係　☎082−502−3010

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号

　後期高齢者医療制度にご加入の人は、全員、8月1日付で資格確
認書を送ります。

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

新しい資格確認書の色

資格確認書の送付時期

8月1日以降はマイナ保険証または新しい資格確認書で受診してください

古くなった資格確認書はどうするのか？

一部負担金の割合が変更となる方がいます

後期高齢者医療制度にご加入の人は、全員に資格確認書をお送りします

　新しい資格確認書は、橙色です。

　７月下旬に普通郵便でお届けする予定です。
　８月に入っても資格確認書が届かない場合は、本庁税務住民課または各支所にお問い合わせくだ
さい。

　８月１日以降に病院などに行くときは、マイナ保険証または新しい資格確認書で受診してくださ
い。有効期限が過ぎた古い被保険者証や資格確認書は使えません。

　有効期限が過ぎた資格確認書は、ご自分で責任をもって廃棄するか、本庁税務住民課または各支
所に返却してください。

　前年（令和６年）の１月～12月の所得状況等を基に、自己負担割合を判定します。
　その結果、今までお持ちの被保険者証または資格確認書と一部負担金の割合が変更となる人がい
ます。

　後期高齢者にご加入の人は、マイナ保険証の保有状況に関わらず全員に資格確認書を交付します。
　これは、マイナ保険証を基本とする仕組みへ円滑に移行する観点から、デジタルとアナログの併
用期間を確保するための暫定的な運用です。

令和7年度後期高齢者医療制度資格確認書の
定期更新について
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一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

「誰か」のことじゃない。
令和７年度　人権啓発キャッチコピー ●問い合わせ先

　地域協働課　☎28−2116
　加 計 支 所　☎22−1111
　筒 賀 支 所　☎32−2121

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

　

７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の
と

お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐さ

さ々

木き

義よ
し

孝た
か

さ
ん
〈
新
任
〉

　

梅う
め

田だ　

弘ひ
ろ

恵え

さ
ん
〈
新
任
〉

　

佐さ

さ々

木き　

亮
ま
こ
と

さ
ん
〈
再
任
〉

　

町
内
に
は
、
７
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
い

ま
す
。

【
制
度
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思
想

を
広
め
、
地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
制
度

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町
村
（
東
京

都
に
お
い
て
は
区
を
含
む
）
で
、
積
極
的
な

人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

県
内
合
同
レ
イ
ン
ボ
ー

県
内
合
同
レ
イ
ン
ボ
ー

カ
ラ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

カ
ラ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。

を
実
施
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
と

　
　
　
　
　
そ
の
活
動

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号

【
活
動
】

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に

基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局

の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
か
ら
被
害
者

を
救
済
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

人権擁護委員は、みなさんの問題解決のお手伝いをします。

みなさんの
秘密は

守ります。

任期は３年
で再任も

可能です。

給与は支給されませ
んが、職務を行うために
要する費用の弁償を受け

ることができます。

　

６
月
は
「
プ
ラ
イ
ド
月
間
」
と
呼
ば
れ
、
世

界
各
地
で
性
の
多
様
性
に
関
す
る
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
性
の
多
様
性
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事

者
の
方
々
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指

し
て
、
６
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
の
相
互
利
用
協
定
を
結

ぶ
市
町
が
庁
舎
を
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

６
色
の
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
と
は
、

◦
赤
が
「
生
命
」

◦
オ
レ
ン
ジ
が
「
癒
し
」

◦
黄
色
が
「
太
陽
」

◦
緑
が
「
自
然
」

◦
青
が
「
調
和
」

◦
紫
が
「
魂
・
精
神
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
色
は
、
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
」
と

し
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
の
尊
厳

と
社
会
活
動
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
世
界
中

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

３
月
に
広
島
市
か
ら
松
原
地
域
に
家

族
３
人
で
移
住
さ
れ
た
、
上
野
さ
ん
夫

婦
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
協
働
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

令
和
３
年
に
購
入
し
、
令
和
５
年
に
結

婚
、
１
年
ほ
ど
先
に
私
が
移
住
し
、
遅
れ

て
こ
の
３
月
に
妻
と
子
ど
も
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

Ｑ
松
原
へ
の
想
い
は
？

　

こ
こ
に
自
分
の
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
祖
父

母
や
そ
の
ご
先
祖
さ
ん
が
暮
ら
し
て
き
た

松
原
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
暮

ら
し
、
風
土
や
文
化
が
継
承
さ
れ
て
き
た

の
か
を
含
め
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
と
に
か
く
「
遊
び
」
が
大
好
き
で
、

外
に
出
か
け
ま
す
。
松
原
は
自
分
の
や
り

た
い
遊
び
を
存
分
に
満
た
し
て
く
れ
ま
す
。

　

時
間
に
余
裕
の
あ
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
遊
び
に
忙
し
く
時
間

に
余
裕
が
な
い（
笑
）。
釣
り
も
大
好
き
で
、

初
挑
戦
の
ウ
ナ
ギ
も
楽
し
み
で
す
。

　

喜
び
を
く
れ
、
飽
き
の
こ
な
い
土
地
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

本
業
は
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
修
学
旅
行
へ

の
同
行
や
、
宮
島
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
撮
影

も
し
ま
し
た
。
副
業
で
主
に
林
業
に
携
わ

っ
て
お
り
、
間
伐
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
？
遊
び
で
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、

撮
っ
た
写
真
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
写
真
立
て
作
り
）
な
ど
、
楽
し
み
と
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
奥
さ
ん
か
ら
の
目
線
で
は
？

　

最
初
の
印
象
は
「
ザ
ッ
緑
・
ザ
ッ
自
然
」

で
す
。
息
子
が
生
ま
れ
自
然
の
中
で
の
び

の
び
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
移

住
を
決
め
ま
し
た
。
こ
こ
は
五
感
の
刺
激

が
山
ほ
ど
あ
り
、
し
っ
か
り
感
じ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

動
物
が
日
常
に
い
る
事
が
普
通
に
お
ど

ろ
き
で
し
た
が
、
自
然
と
子
ど
も
が
遊
び

を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

地
理
的
に
遠
く
な
り
、
不
安
な
一
面
も

あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
な
る
か
の
精
神
で

な
ん
と
か
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

　

か
ま
く
ら
は
雪
を
積
み
上
げ
て
穴
を
掘

る
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
穴
を

掘
れ
ば
か
ま
く
ら
に
な
る
ほ
ど
、
自
然
の

恵
み
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
外
遊
び
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
一

緒
に
自
然
に
出
か
け
、
家
で
は
朝
か
ら
庭

で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、
お
昼
や
離
乳
食
も
庭

で
楽
し
む
の
が
日
常
で
す
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
友
達
も
で
き
た
の
で
安
心
し

て
い
ま
す
♪

Ｑ
地
域
と
の
繋
が
り
は
？

　

地
域
の
方
か
ら
の
「
歓
迎
」
を
す
ご
く

感
じ
ま
す
！
名
前
も
憶
え
て
い
た
だ
き
子

ど
も
も
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冬
は
地
域
の
除
雪
機
を
使
わ
せ
て

も
ら
え
て
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
。

　

自
治
会
か
ら
も
子
育
て
応
援
金
ま
で
い

た
だ
き
感
謝
で
す
♪
「
上
野
家
の
移
住
で
、

連
鎖
反
応
が
起
こ
り
、
こ
こ
に
人
が
訪
れ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
遊
び
や
活
動
が
つ

な
が
っ
て
、
松
原
に
人
が
き
て
く
れ
る
こ

と
が
１
番
の
喜
び
で
す
。

Ｑ
将
来
の
楽
し
み
は
？
？

　

最
終
目
標
は
、
ど
っ
ぷ
り
こ
こ
を
体
感

で
き
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。
子
ど
も
が

い
る
の
で
ま
ず
は
、
カ
フ
ェ
と
ギ
ャ
ラ
リ

ー
が
で
き
な
い
か
と
画
策
中
で
す
。

　

カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
ぎ
、
宿
泊
ま
で
し
て

も
ら
え
る
と
最
高
で
す
ね
。
こ
の
美
し
い

景
観
と
星
空
、
遊
び
を
通
じ
、
五
感
を
通

じ
て
、
旅
人
が
松
原
地
域
の
「
本
質
」
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
松
原
へ
移
住
し
た
き
っ
か
け
を

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

松
原
は
、
祖
父
母
の
ふ
る
さ
と
で
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
度
々
遊
び
に
来
て
は
、
野
山

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
！

　

そ
の
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
思

い
出
や
経
験
を
、
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
ま

ま
大
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
生
き
た
い
、
自
然
が
な
い

生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
折
、

祖
母
の
友
達
が
所
有
す
る
槙
広
旅
館
を
購

入
で
き
る
話
が
あ
り
、
漠
然
と
し
た
思
い

に
現
実
味
が
加
わ
り
、
一
気
に
気
持
ち
が

固
ま
り
ま
し
た
。



　

町
が
行
う
健
診
事
業
（
山
ゆ
り
健
診
・
人

間
ド
ッ
ク
）
で
、
が
ん
検
診
を
受
け
た
人
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

☎
２
２−

０
１
９
６

安
芸
太
田
町
病
院
事
業
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た

集
団
健
診
（
山
ゆ
り
健
診
）

を
実
施
し
ま
し
た

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
の
受
診
費
用

を
助
成
し
ま
す
　
　

　

過
疎
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
外
来
・
入

院
患
者
が
減
少
し
、
病
院
経
営
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
将
来
推
計
で
は
更
に
人

口
や
患
者
は
減
少
の
見
通
し
で
あ
る
た
め
、

現
在
の
規
模
の
ま
ま
で
病
院
事
業
を
維
持

す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
、

本
町
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
提
供
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
有
識
者
で
構
成
す
る
安

芸
太
田
町
病
院
事
業
あ
り
方
検
討
委
員
会

　

５
月
22
日
～
６
月
３
日
に
か
け
て
、
集

団
健
診
（
山
ゆ
り
健
診
）
を
修
道
・
筒
賀

・
加
計
・
戸
河
内
（
８
日
間
）
で
実
施
し
、

７
１
５
名
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
診
は
受
け
た
後
が
重
要
で
す
。
健
診

結
果
を
確
認
し
、
生
活
習
慣
の
維
持
・
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

☎
２
２−

０
１
９
６

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
助
成
対
象
者

　
　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
７
年
度
に

　

偶
数
年
齢
と
な
る
女
性
（
た
だ
し
、
20
歳

　

～
68
歳
ま
で
）

●
乳
が
ん
検
診
の
助
成
対
象
者

　
　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
７
年
度
に

　

偶
数
年
齢
と
な
る
女
性
（
た
だ
し
、
40
歳

　

～
68
歳
ま
で
）

【
町
公
式
サ
イ
ト
】

　

町
で
は
、
特
定
の
年
齢
の
人
に
対
し
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
時
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
定
期
的
に
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

もりみんも健診をうけました

を
設
置
し
、
次
世
代
へ
持
続
可
能
な
病
院

事
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

会
議
録
や
資
料
な
ど
に
つ
い
て
は
随
時
、

町
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
町
公
式
サ
イ
ト
】
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く しら の 情 報

定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）

　

昨
年
夏
、
「
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見

込
ま
れ
た
方
」
に
対
し
て
は
、
当
該
減
税
し

き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
た
額
を
基
礎
と
し
て
、

調
整
給
付
金
（
当
初
調
整
給
付
）
を
支
給
し

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
調
整
給
付
（
不
足
額
給
付
）
は
、

次
の
事
情
に
よ
り
、
当
初
調
整
給
付
の
支
給

額
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
追
加
で
給
付
を

行
う
も
の
で
す
。

●
対
象
者

○
不
足
額
給
付
Ⅰ

　

当
初
調
整
給
付
の
算
定
に
際
し
、
令
和
５

年
所
得
等
を
基
に
し
た
推
計
額
（
令
和
６
年

分
推
計
所
得
税
額
）
を
用
い
て
算
定
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
令
和
６
年
分
所
得
税
お
よ

び
定
額
減
税
の
実
績
額
等
が
確
定
し
た
の
ち

に
、
本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
、
当
初
調

整
給
付
額
と
の
間
で
差
額
が
生
じ
た
方
。

◦
対
象
と
な
り
う
る
方
の
例

　

令
和
５
年
分
の
所
得
に
比
べ
て
令
和
６
年

分
の
所
得
が
減
少
し
た
方
や
、
子
ど
も
の
出

生
等
の
理
由
か
ら
令
和
６
年
中
に
扶
養
親
族

数
が
増
加
し
た
方
。

○
不
足
額
給
付
Ⅱ

　

個
別
に
書
類
の
提
示
（
申
請
）
に
よ
り
、

◦
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
で
は
収
集
・
処
理

　
で
き
な
い
ご
み
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
☎
２
３−

１
１
２
０

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
で
は
次
の
ご
み
は
収
集
・
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

購
入
さ
れ
た
業
者
、
販
売
店
な
ど
へ
お
問
合
せ
い
た
だ
き
適
切
な
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
例
）

◦
タ
イ
ヤ
・
医
療
系
廃
棄
物
・
消
火
器

◦
電
気
柵
（
本
体
）・
車
や
バ
イ
ク
の
バ
ッ
テ
リ
ー

◦
中
身
の
入
っ
て
い
る
塗
料
缶
・
灰

◦
パ
ソ
コ
ン　

な
ど

◎
出
す
と
き
に
注
意
が
必
要
な
ご
み

（
例
）

◦
物
干
し
台
…
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
が
付
い
て
い
る

　

場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

◦
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
…
バ
ッ
テ
リ
ー
は
本
体

　

か
ら
外
せ
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
レ
ス
…
素
材
ご
と
に
別
々
に

　

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
分
別
説
明
会

随
時
受
付
中
で
す
。

◦
安
芸
太
田
町
ご
み

　

分
別
五
十
音
事
典

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

　

カ
ウ
ン
ト

給
付
要
件
を
確
認
し
て
給
付
す
る
必
要
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方
。

⑴
令
和
６
年
分
所
得
税
お
よ
び
令
和
６
年
度

　

分
個
人
住
民
税
所
得
割
と
も
に
定
額
減
税

　

前
税
額
が
ゼ
ロ
。

⑵
税
制
度
上
、
「
扶
養
親
族
等
」
か
ら
外
れ

　

て
し
ま
う
、
青
色
事
業
専
従
者
・
事
業
専

　

従
者
（
白
色
）
の
方
や
、
合
計
所
得
金
額

　

48
万
円
超
の
方
。

⑶
低
所
得
世
帯
向
け
給
付
対
象
世
帯
の
世
帯

　

主
・
世
帯
員
に
該
当
し
て
い
な
い
。

◦
対
象
と
な
り
う
る
方
の
例

　

個
人
事
業
主
（
納
税
者
）
の
事
業
専
従
者

と
な
っ
て
い
る
非
課
税
の
配
偶
者
。

●
給
付
額

○
不
足
額
給
付
Ⅰ

　

不
足
額
給
付
時
の
調
整
給
付
所
要
額
と
当

初
調
整
給
付
時
の
調
整
給
付
所
要
額
の
差
額
。

○
不
足
額
給
付
Ⅱ

　

原
則
４
万
円

●
申
請
方
法
・
支
給
時
期

　

申
請
方
法
お
よ
び
支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
公
式
サ
イ
ト
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク

申
込
ス
タ
ー
ト
！

　

今
年
も
「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
！

ご
家
族
、
ご
友
人
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」
の
参
加
者
に
も
り
か

１
，０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
（
町
民
限
定
）
し
ま
す
。

◆
と　
　

き
／
10
月
12
日
㈰
　

◆
と
こ
ろ
／
深
入
山
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
周
辺

◆
申
込
期
間
／
７
月
１
日
㈫
～
９
月
23
日
㈫

◆
申
込
方
法
／
Ｗ
ｅ
ｂ
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
み
は
本
庁
・
各
支
所
な
ど
に
お
い
て
あ

　

る
チ
ラ
シ
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

◆
参
加
費
／
下
記
表
の
と
お
り　
　
　
　
　
　
　

◆
そ
の
他

◦
今
年
も
「
森
カ
フ
ェ
in
あ
き
お
お
た
」
を
同
日
開
催

　

し
ま
す
。

◦
今
年
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
の
申
し
込
み
も
可

　

能
と
な
り
ま
し
た
。
町
外
の
お
知
り
合
い
の
人
な
ど

　

の
ご
参
加
の
際
は
、
是
非
ふ
る
さ
と
納
税
を
ご
活
用

　

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
福
祉
課

　
　

☎
２
２−

０
１
９
６

コース ＷＥＢ ＦＡＸ 小学生
（町内小学生は無料） 小学生未満 当日申込

20㎞ 2,500円 2,800円

500円 無　料
3,000円

10㎞・6㎞ 2,000円 2,300円 2,500円

3㎞ 1,500円 1,800円 2,000円

申し込みは
こちらから!

➡

寄付者の家族構成
独　身
または
共働き

夫　婦
共働き
子１人
（高校生）

共働き
子１人
（大学生）

夫　婦
子１人
（高校生）

共働き
子２人

（高校と大学）

夫　婦
子２人
（高校と大学）

寄
付
者
本
人
の
給
与
収
入

300万 27,000 18,000 18,000 12,000 9,000 3,000 0
350万 34,000 25,000 25,000 19,000 16,000 10,000 1,000
400万 41,000 32,000 32,000 26,000 23,000 17,000 8,000
450万 52,000 40,000 40,000 34,000 31,000 25,000 16,000
500万 60,000 47,000 47,000 42,000 38,000 33,000 24,000
550万 68,000 59,000 59,000 52,000 46,000 40,000 31,000
600万 76,000 67,000 67,000 60,000 57,000 51,000 39,000
650万 96,000 75,000 75,000 69,000 65,000 59,000 47,000
700万 107,000 84,000 84,000 78,000 74,000 68,000 59,000
750万 118,000 107,000 107,000 100,000 84,000 78,000 68,000
800万 129,000 118,000 118,000 110,000 107,000 100,000 77,000
850万 139,000 128,000 128,000 121,000 117,000 110,000 99,000
900万 150,000 139,000 139,000 132,000 128,000 121,000 110,000
950万 161,000 150,000 150,000 143,000 139,000 132,000 121,000
1,000万 172,000 161,000 161,000 154,000 150,000 143,000 132,000

ふるさと納税の控除限度額がわかる早見表
（実質負担2,000円を除く）

※あくまで目安であり、正確な金額を保証するものではありません。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
生
ま
れ
た
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
る
制
度
で
、

寄
附
金
の
使
い
道
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

寄
附
を
す
る
こ
と
で
税
金
の
還
付
・
控
除
が
受

け
ら
れ
、
寄
附
の
返
礼
品
と
し
て
地
域
の
特
産

品
な
ど
が
貰
え
る
魅
力
的
な
制
度
で
す
。

　

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
行
っ
た
場

合
に
、
寄
附
額
の
う
ち
２
，
０
０

０
円
を
越
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し

て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す

（
一
定
の
上
限
は
あ
り
ま
す
）。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？
　
制
度
や
仕
組
み

制　度

仕組み
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く しら の 情 報

新しい新しい「「通いの場」 が立ち上がりましたので、紹介します。通いの場」 が立ち上がりましたので、紹介します。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２

－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

４月から開始
戸河内・寺領【なかよし会】
●ところ／寺領地区農業構造

　　　　改善センター　
●と　き／毎週水曜日　　　
　　　　　13時30分から　　

６月から開始
加計・遅越【ふれあい】

●ところ／香南文化センター
●と　き／隔週水曜日　　　
　　　　　13時30分から　　

福
祉
医
療
受
給
者
証
の
更
新

●
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
４

　

加
計
支
所　

☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所　

☎
３
２−

２
１
２
１

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
の
更
新

◦
有
効
期
限
／
７
月
31
日

　

更
新
手
続
き
の
案
内
を
６
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
書
類
等
審
査
後
、
新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

◦
有
効
期
限
／
７
月
31
日

　

令
和
７
年
度
（
令
和
６
年
中
）
所
得
が
所
得
制
限
未
満
で
あ
る
こ
と
の
確

認
が
で
き
る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

０
歳
～
６
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
対
象
と
な
る
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
は
、

誕
生
日
の
月
末
が
有
効
期
限
で
す
。
６
歳
に
な
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
年
度

の
３
月
末
ま
で
が
期
限
と
な
り
ま
す
。
更
新
手
続
き
の
案
内
が
届
き
次
第
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
更
新
申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
資
格
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し
も

　

併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
変
更
の
届

　

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
子
ど
も
医
療
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
更
新
手
続
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
『
通
い
の
場
』
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
安
芸
太
田
町
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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●問い合わせ先／健康福祉課　☎25−0250

※通所サービスにおける食事負担は対象となりません。

※〈　〉内の金額は、短期入所（ショートステイ）を利用した場合の食費の限度額です。

※（　）内の金額は、特別養護老人ホームなどを利用した場合の従来型個室の限度額です。

※２号被保険者（65歳未満）の資格要件については、段階に関わらず単身1,000万円、夫婦2,000

　万円以下です。

　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院など）やショートステイを利

用する方の食費・部屋代について、低所得の方への助成（補足給付）を行っています。

　補足給付を受けるには、負担限度額認定申請が必要です。令和７年８月より居住費などの負担限

度額認定要件が見直しされます。なお、認定要件は以下のとおりとなっています。

利 用 者
負担段階

食　費　の
負担限度額

居住費などの負担限度額

ユニット型
個　　　室

ユニット型
個室的多床室

従来型個室 多 床 室

第１段階　 300円 880円 550円
550円

（380円）
0円

第２段階　
390円

〈600円〉
880円 550円

550円
（480円）

430円

第３段階①
650円

〈1,000円〉
1,370円 1,370円

1,370円
（880円）

430円

第３段階②
1,360円

〈1,300円〉
1,370円 1,370円

1,370円
（880円）

430円

第４段階　
（非該当）

各施設規定額

基準費用額 1,445円 2,066円 1,728円
1,728円

（1,231円）
437円

（915円）

利 用 者
負担段階

あなたの令和６年中の所得金額 あなたと配偶者の預貯金など

第１段階　 生活保護受給者

第２段階　 ※年金収入など80万9千円以下
かつ単身650万円以下

（夫婦なら1,650万円以下）

第３段階①
※年金収入など80万9千円超

　120万円以下

かつ単身550万円以下

（夫婦なら1,550万円以下）

第３段階② ※年金収入など120万円超
かつ単身500万円以下

（夫婦なら1,500万円以下）

第４段階　

（非該当）

本人が市町村民税課税である方

配偶者（別世帯を含む）および世帯

員に市町村民税課税者がいる方

上記資産要件を満たさない方

●負担限度額（１日あたり）
※本人および配偶者（別世帯の場合も含む）、同一世帯が市町村民税非課税世帯であること。

「介護保険負担限度額認定」「介護保険負担限度額認定」についてについて

令和令和７７年年８８月月からから見直し見直しがありますがあります

「介護保険負担限度額認定」「介護保険負担限度額認定」についてについて

令和令和７７年年８８月月からから見直し見直しがありますがあります
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気
温
や
湿
度
の
高
い
こ
の
時
期
は
、
食

中
毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
食
中
毒
は
細
菌
に
よ
る
も

の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
食
中
毒
の
発
生
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
三
原
則
と
し
て
、

①
細
菌
を
「
つ
け
な
い
」

　
・
調
理
前
に
は
手
洗
い
を
行
う　
な
ど

②
細
菌
を
「
ふ
や
さ
な
い
」

　
・
冷
蔵
、
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
す
ぐ

　
　
に
冷
蔵
、
冷
凍
庫
へ　
な
ど

③
細
菌
を
「
や
っ
つ
け
る
」

　
・
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
（
75
℃
以

　
　
上
で
１
分
間
以
上
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
食
中
毒

か
ら
自
分
や
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

食中毒食中毒にに注意注意

しましょう！
しましょう！

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　

　

税
務
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
４

選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報 ●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111

投票日に仕事などで投票所に行けない人は、期日前投票ができます。

　任期満了にともなう参議院議員通常選挙が、７月３日
公示、７月20日投票の日程で行われます。
　わたしたちの声を国政に反映させる大切な選挙です。
みなさんの貴重な一票を投じましょう。

期日前投票所

投票できる人

選 挙 公 報 の
配 布

入 場 券

投票日

7月
20日㈰

　候補者の政見などを知るための選挙公報は、新聞折込の方法にて配布しま
す。また、役場本庁、各支所および安野出張所において配布するほか、広島
県のホームページでもご覧になれます。
　なお、新聞を購読されていない、新聞の折込みが入らない等の理由により、
選挙公報の送付を希望される方には個別に郵送しますので、送付先のご住所
・お名前などを事前に選挙管理委員会までお知らせください。

　入場券は公示日である７月３日から発送を開始します。
　ただし、郵便事情などにより、同じ世帯や同じ地域であって
も届く日が前後する場合がありますのでご了承ください。
　入場券が届かない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿に登
録されていれば投票できますので、投票所で申し出てください。

◦平成19年（2007年）７月21日までに生まれた人
◦令和７年（2025年）４月２日までに安芸太田町に住民登録（住民票が作成）
　されている人

第27回参議院議員通常選挙

場　　　所 期間・時間

安 芸 太 田 町 役 場 東 館 7月4日㈮～7月19日㈯
8時30分～20時

安芸太田町役場加計支所 7月12日㈯～7月19日㈯
8時30分～20時安芸太田町役場筒賀支所
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地域おこし協力隊　隊員だより　　123

●

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
！

●

ど
こ
で
ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

●

意
気
込
み
を
！

●

自
伐
型
林
業
に
興
味
を
持
っ
た
キ

ッ
カ
ケ
は
？

　

広
島
市
安
佐
北
区
出
身
の
藤
堂
幸
男
で
す
。

年
齢
33
歳
申
年
で
、
趣
味
は
登
山
で
す
。

　

町
と
の
所
縁
は
、
平
見
谷
が
父
の
郷
で
、

幼
少
期
か
ら
度
々
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
！

　

前
職
は
、
穴
フ
ァ
ー
ム
Ｏ
Ｋ
Ｉ
で
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
中
心
に
季
節
の
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
代
表
が
高
校
剣
道
部
の
先
輩
と
い

う
縁
あ
っ
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

配
属
先
は
、
ひ
ろ

し
ま
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
で
す
。
人
が
入
っ

て
森
林
を
整
備
す
る

た
め
の
、
崩
れ
ず
環

境
に
負
荷
を
か
け
な

い
「
作
業
道
」
の
敷

設
技
術
を
主
に
学
び

ま
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
、
町
の
豊
か
な

里
山
環
境
の
維
持
、
改
善
に
寄
与
で
き
る
よ

う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
！
技
術
を
身

に
つ
け
、
放
置
さ
れ
た
山
林
を
整
備
で
き
る

人
材
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

住
居
は
修
道
に
お
借
り
し
ま
し
た
の
で
、

修
道
地
域
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
森
林
（
山
）
や
農
地

（
里
）、
豊
か
な
里
山
と
い
う
環
境
が
次
第
に

荒
れ
て
い
く
状
況
を
目
に
し
、
「
ど
う
に
か

里
山
を
整
備
が
し
た
い
」
思
っ
て
い
た
矢
先
、

自
分
で
山
を
守
り
な
が
ら
整
備
し
、
小
規
模

な
林
業
を
営
む
「
自
伐
型
林
業
」
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

新しい隊員さんが来たよ♪

インタビューしたから紹介するね!

　

そ
し
て
、
町
で
開
催
さ
れ
た
自
伐
型
林
業

の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
林
業

を
営
み
な
が
ら
、
多
様
な
生
態
系
を
維
持
し

た
「
豊
か
な
森
林
」
を
育
ん
で
い
く
術
が
実

在
す
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
が
き
っ
か
け
で
自
分
も
安
芸
太

田
町
の
荒
れ
て
い
く
身
近
な
里
山
の
環
境
を

整
備
す
る
方
法
を
学
び
、
実
践
し
た
い
と
思

い
応
募
し
ま
し
た
。

森で歓迎会♪

藤
とう

堂
どう

　幸
ゆき

男
お

隊員

　
持続可能な集落支援モデル事業　順次実証実験をスタート!

【
ゴ
ミ
出
し
支
援
】

　

限
界
集
落
と
小
規
模
集
落
が
対
象
の
ゴ

ミ
出
し
支
援
実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

広
報
５
月
号
で
は
予
め
モ
デ
ル
地
区
を

選
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
広
く
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
対
象
を
集
落
支
援

員
の
見
守
り
地
区
ま
で
広
げ
、
申
し
込
み

さ
れ
た
方
に
対
し
、
７
月
よ
り
支
援
を
開

始
し
ま
し
た
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
巡
回
診
療
】

　

筒
賀
東
区
集
落
（
小
規
模
集
落
）
と
戸

河
内
松
原
集
落
（
中
規
模
集
落
）
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
巡
回
診
療
を
、

９
月
９
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

11
月
末
ま
で
の
火
・
木
曜
日
の
午
後
を

基
本
と
し
、
移
動
診
療
車
が
集
会
所
付
近

へ
伺
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
い
ま
す
。



　

旧
戸
河
内
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
安
佐
北
消
防
署
安
芸
太
田
出

張
所
職
員
を
指
導
者
と
し
、
水
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

水
害
を
想
定
し
た
訓
練
は
、
水

防
時
に
必
要
と
な
る
土
の
う
作
成
、

改
良
積
土
の
う
工
法
、
シ
ー
ト
張

り
工
法
、
基
本
結
索
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
火
災
を
想
定

し
た
訓
練
も
実
施
し
、
出
動
➡
現

地
到
着
➡
ポ
ン
プ
等
資
機
材
の
設

置
➡
水
利
確
保
➡
放
水
の
一
連
の

流
れ
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
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６月22日　水防訓練

６月17日・19日　防災教室

急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし

２０２5年度全国統一防火標語

火災から命を守るために火災から命を守るために

住宅火災による死者数のうち、高齢者が占める割
合は約７割、そのうち火災となった原因の上位は

●問い合わせ先
　安佐北消防署安芸太田出張所
　☎32−2011

１位　たばこ　　寝たばこをしない
２位　ストーブ　洗濯物を干さない
３位　コンロ　　離れる時は火を消す

住宅用火災警報器は
定期的に点検 ! そして
10年を目安に交換 !

広島市消防局
マスコットキャラクター

『もみみん』

　
　
　
　

　
　
　安
芸
太
田
町
防
災
フ
ェ
ア
開
催
！　

　

全
国
で
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
い
る
災
害
で
す
が
、
安
芸
太
田
町
で
は
幸
い

に
も
平
成
17
年
７
月
の
台
風
14
号
に
よ
る
洪
水
以
降
大
き
な
災
害
を
受
け
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
ど
ん
な
支
援
が
あ

る
か
を
知
る
機
会
と
し
て
、
安
芸
太
田
町
防
災
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
、
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
気
象
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◆
と　

き
／
８
月
２
日
㈯
10
時
〜
14
時
頃
ま
で

◆
と
こ
ろ
／
役
場
本
庁
前
駐
車
場

◆
内　

容
／
自
衛
隊
の
災
害
支
援
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示

　
　
　
　
　

自
衛
隊
車
両
や
消
防
車
両
の
展
示

　
　
　
　
　

自
衛
隊
カ
レ
ー
提
供
（
先
着
１
５
０
食
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課　

危
機
管
理
室　

☎
２
８−

２
１
１
１

消防団の活動紹介消防団の活動紹介

　

17
日
に
認
定
こ
ど
も
園
と
ご

う
ち
で
、
19
日
に
加
計
認
定
こ

ど
も
園
あ
さ
ひ
に
て
防
災
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

園
児
達
と
一
緒
に
紙
芝
居
形

式
で
身
近
に
潜
む
危
険
に
つ
い

て
考
え
、
ま
た
、
災
害
時
の
避

難
の
練
習
も
行
い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
ド
ロ
ー
ン
飛

行
の
展
示
で
は
、
園
児
達
は
一

生
懸
命
ド
ロ
ー
ン
を
目
で
追
い

か
け
、
大
き
な
声
で
盛
り
上
が

る
な
ど
、
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

近年、電気関係の火災も増加中、コンセント周り
は定期的に掃除、タコ足配線に注意。

地域おこし協力隊　隊員だより　　
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職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
職
種
は
、
一
般
事
務
、
土
木
・
建
築
技
術
職
、
保
健
師
、
保
育
士
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
８
月
15
日
㈮
ま
で
で
、
第
１
次
試
験
日
は
テ
ス
ト
セ
ン
タ

ー
方
式
に
よ
り
９
月
13
日
㈯
～
10
月
５
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役

場
本
庁
、
各
支
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

☎
２
８−

２
１
１
１

　
　
　
　

　
　
　令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
登
山
大
会
開
催
！　
　

　

８
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
、
町
内
で
高
校
生
の
登
山
競
技
の
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
選
手
、
役
員
な
ど
６
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が

来
町
さ
れ
ま
す
。

　

登
山
競
技
の
性
質
上
、
競
技
会
場
が
山
中
と
な
り
、
見
学
等
も
難
し
い
で
す

が
、
選
手
た
ち
を
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
大
会
日
程

　

８
月
５
日
㈫　
開
会
式　

加
計
体
育
館

　　
　

６
日
㈬　
登
山
行
動　

恐
羅
漢
山
一
帯

　　
　

７
日
㈭　
　

〃　
　

十
方
山
一
帯

　　
　

８
日
㈮　
　

〃　
　

深
入
山
・
三
段
峡

　　
　

９
日
㈯　
閉
会
式　

戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
広
島
県
出
場
校

　

【
男
子
】
修
道
高
等
学
校

　
　
　
　
　

広
島
学
院
高
等
学
校

　

【
女
子
】
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
高
等
学
校

　
　
　
　
　

広
島
県
立
広
島
高
等
学
校

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
大
会
実
行
委
員
会

　

現
地
事
務
所
（
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）　

☎
２
２−

１
２
１
２

　
　

ふ
れ
あ
い
戸
河
内
ま
つ
り

た
る
募
金
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

８
月
２
日
㈯
の
第
32
回
ふ
れ
あ

い
戸
河
内
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た

り
、
花
火
・
運
営
支
援
金
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
る
募
金
を
、
「
道
の
駅
来
夢

と
ご
う
ち
」、「
役
場
本
庁
本
館
１

階
」
に
設
置
し
て
お
り
、
１
円
か

ら
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
花
火
・

運
営
支
援
募
金
の
ご
協
力
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
ふ
れ
あ
い
戸
河
内
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
（
役
場
産
業
観
光
課
内
）
☎
２
８−

１
９
６
１

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号
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令和7年度　町内水泳プールの開放のお知らせ

町内水泳プールは、7月19日㈯から8月31日㈰まで開放します。

※松原水泳プール・猪山水泳プール・寺領水泳プールについては、今年度
　は休止させていただきます。
※監視員の配置にかかわらず、小学生以下のお子様が利用される場合は、
　保護者などの同伴をお願いします。

プール名称 開放期間 監視員配置時間
加計水泳プール

1０時から17時まで
13時から17時まで戸河内水泳プール

筒賀水泳プール 13時から17時まで
津浪水泳プール

1０時から17時まで
配置なし

温井水泳プール
上殿水泳プール
修道水泳プール 13時から17時まで

•発熱、咳などの症状がある人のご利用は控えてください。
•施設のルールを守って、ご利用ください。注意事項

●問い合わせ先／教育委員会教育課　☎22−1212

広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施　

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
県
警
察
署　

☎
２
２－

０
１
１
０

つ
け
ん
さ
い
！　
　
　
　

つ
け
ん
さ
い
！　
　
　
　

光
っ
て
安
心

反
射
材

光
っ
て
安
心

反
射
材

【
実
施
期
間
】

　

７
月
11
日
㈮
～
７
月
20
日
㈰
ま
で
の
10
日
間

【
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
『
て
を
あ
げ
て
く
る
ま
に
お
し
ら
せ
ぼ
く
は
こ
こ
』

【
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
に
つ
い
て
】

　

◆
開
催
日
時
／
７
月
10
日
㈭
　
15
時
～

　

◆
開
催
場
所
／
安
芸
太
田
町
役
場
前

※
通
過
車
両
に
対
し
て
、
交
通
安
全
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

夜
間
に
発
生
す
る
車
と
歩
行
者
の
交
通
事
故
の

原
因
の
一
つ
は
、
『
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行

者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
』
で
す
。

　

夜
間
に
屋
外
を
歩
く
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を
持
っ

た
り
反
射
材
を
身
に
着
け
る
な
ど
し
て
、
車
か
ら

よ
く
見
え
る
姿
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。



　生活科や総合的な学習の時間では地域の方にご協力をいただきながら学習する機会が多くあります。

　５・６年生は、総合的な学習の時間に井仁の魅力を発信したいと考え、まず井仁の良さを知ろうと

見学をしてきました。

　はじめに、田んぼ２枚分（約七畝弱）に、ひまわりの種をまきました。これは、観光客の方に喜ん

でもらおうと計画されたとのことです。同じ筒賀であっても、あまり来たことがないという子どもも

おり、棚田に感動したり、生き物に夢中になったりしていました。これから井仁の四季図鑑を作成し

ていく予定です。

　他の学年も地域の方から学ぶ機会を計画しています。ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

大自然を大満喫♪筒賀小より

加計中より

　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、筒賀小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

　加計中学校の生徒会には、４つの委員会があります。

　それぞれの委員会が活動の目的に合わせ、日々活動を行っ

ています。

　今回は、環境委員会の委員長　森川心美さんが活動を紹介

します。

　「環境委員会では、『生徒一人一人が協力をし、きれいな学

校にしていく』ことを目標に活動しています。活動の一つと

して、毎週火曜日のボランティア活動を行っています。晴れ

ている日は校舎外、雨の日は校舎内の気になるところや汚れ

ているところの掃除や修繕を行っています。先日は雨のため、

校舎内の窓ふきを行いました。今回の参加者は18名、多くの

仲間が参加し、きれいにしてくれました。私は、委員会活動

を行う先輩の姿にあこがれて、環境委員長になりました。こ

のボランティア活動で、学校をきれいにして、みんなが気持

ちよく、過ごしやすい学校にしたいです。任期中に汚れてい

るところを探して、生徒全員できれいにしていきたいです。」

　本校の校舎は築21年目を迎えましたが、きれいな状態で保

たれています。生徒主体で、生徒の学校生活を生徒が支える

伝統が続いています。

生徒会活動　《環境委員会》
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かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号



31

　

５
月
２
日
、
地
域
活
性
化
な
ど
の
課
題
を
探
る
た
め
、
１
年
生
が
加
計
高
校
の

あ
る
加
計
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
向
か
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
ま
し
た
。 

　

商
工
会
加
計
支
所
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
問
題
、
商
店
で
は
加
計
地

区
に
あ
る
深
山
峡
の
活
用
、
月
ヶ
瀬
温
泉
で
は
年
齢
や
障
が
い
に
関
係
な
く
働
け

る
場
の
創
造
、
吉
水
園
で
は
安
芸
太
田
町
の
魅
力
発
信
、
安
芸
太
田
町
役
場
加
計

支
所
で
は
加
計
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
な
ど
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
連
携
型
中
高
一
貫
校
で
あ
る
加
計

中
学
校
と
安
芸
太
田
中
学
校
の
中
学
３
年
生
を
本

校
に
招
き
、
高
校
生
に
よ
る
学
校
説
明
、
今
年
度

の
探
究
活
動
の
計
画
、
座
談
会
、
授
業
体
験
、
部

活
動
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
授
業
体
験
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
が
先
生

と
な
り
中
学
生
に
授
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
新
し

い
企
画
で
し
た
。
こ
の
体
験
が
、
中
学
生
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
地
元
の
高
校
に
つ
い
て
知
る
良
い

機
会
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
９
月
28
日
㈰
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

◆◆GO!GO!加計高通信　第131号◆◆

１
年
生

地
域
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
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連
携
型
中
高
一
貫
校
イ
ベ
ン
ト
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　皆さん、こんにちは。

　７月になると、安芸太田町で過ごした３年間が

終わり、私の任期も終了になります。

　日本に来たのが、つい昨日のことのように感じられ、時

の流れの早さに驚いています。初めて安芸太田町に来たと

きは、この町がどんなところなのか、どんな方々が暮らし

ているのか、好奇心が湧きました。

　１つ目は、図書館のおはなし会に参加したことです。

　毎月、アメリカの子どもたちに親しまれている絵本を英

語で読み聞かせました。図書館に来てくれた子どもたちは、

勉強というよりも楽しみながら英語を聞いてくれていたよ

うに思います。

　また、アメリカの学校でよく歌われる「ボートをこごう

（Row, Row, Row Your Boat）」などの歌も紹介しまし

た。図書館のスタッフやボランティアの皆さんと協力しな

がら、子どもたちが英語を楽しめる場を作れたことが、と

ても嬉しかったです。

　２つ目は、「ふれあい戸河内まつり」のスタッフとして

働いたことです。

　まさか自分が日本の夏祭りでスタッフとして働くとは思

っていませんでした。

　多くの外国人にとって、夏祭りは「参加するもの」です

が、私は「運営する側」として関われたことがとても貴重

な経験でした。浴衣を着た皆さんが楽しんでいる姿を見て、

地域の絆の深さを感じました。

　とても暑い夏の日でしたが、仕事仲間や保育所の子ども

たち、地域の皆さんが一緒にお祭りを盛り上げる姿を見て、

日本の夏祭りは多くの人の協力によって支えられているこ

とを実感しました。地域の皆さんの努力に、心から感謝し

ています。

　秋には、家族が日本に旅行に来る予定です。特に、安芸

太田町の紅葉を見たいと言っていました。

　兄と父にとっては初めての海外旅行なので、三段峡の美

しい自然を一緒に楽しむのが待ちきれません。

　この秋に、また皆さんとお会いできることを楽しみにし

ています。それでは、また会いましょう!

またね、安芸太田町!またね、安芸太田町!

広報安芸太田　広報安芸太田　令和７（2025）年　令和７（2025）年　７７月号月号

　今回は最後のご挨拶として、安芸太田町での大切な思い

出について話したいと思います。
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本館月末休館日 ７月３１日（木）

図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内
『ようこそプラネタリウムへ』

『善玉血液のつくり方』

『イラストを活かす仕事図鑑』

『自然保育の素』

『パッと伝わる接客英会話』

『コンテナ菜園の完全攻略レシピ』

『魔法のてぬき献立100』

『往来絵巻』（小説）

『乱歩と千畝』（小説）

『婚活食堂』13（小説）

『ニンジャ』公安外事・倉島警部補（小説）

『ミス・パーフェクトの憂鬱』（小説）

『嘘つきは同じ顔をしている』（小説）

『手遅れ清州藪医者日記』（小説）

『普通の底』（小説）

児　

童　

書

『セラピー犬ジョン』

『THE 突破ファイル』2

『みんなが知りたい！骨のすべて』

『パンツのひもゆるざえもん』（読み物）

『ふしぎなつうがくろ』（読み物）

『森に帰らなかったカラス』（読み物）

『少年とクスノキ』（絵本）

『たった２℃で…』（絵本）　

『パンダのおさじとせっけんパンダ』（絵本）

『キャッチ！』（絵本）

移動図書館やまびこ号運行日
７月 ８日（火）・ ９日（水）

１０日（木）・１１日（金）

おはなし会おはなし会
えほんのもりおはなし会＋縁日コーナー♪

本館　7月26日（土） 10時30分〜

一　

般　

書

ボランティアのための読み聞かせ講座ステップ編
　６月17日、川・森・文化・交流センターで、「ボランティアのための
読み聞かせ講座ステップ編」を開催し、８名の参加がありました。
　絵本の絵をテーマに、複数の『ももたろう』と『あかずきん』を
読み比べたり、絵本研究書籍の紹介、情報交換などを行いました。

広報安芸太田　令和７（2025）年　７月号

『メダリスト』『鋼の錬金術師』『ナルト』

『進撃の巨人』『ドカベン』『MAJOR』

『犬夜叉』『鬼滅の刃』『葬送のフリーレン』

など。他にもいろいろあるので、ホームページで

検索してみてください。

☆日本十進分類から探す＞720絵画＞726漫画

☆かんたん検索：キーワード「コミックス」で検索

☆寄贈まんが紹介☆

　法務局勤務の薫子は、最愛の

弟の急死で、弟の元恋人せつな

に会い遺言を遂行しようとする。

受け取りを拒否するせつなに立

腹しながらも、成り行きでせつ

なが勤める家事代行サービスの

活動を手伝うことに。

　食べることを通して、それぞ

れが抱える問題が次第にほどけ、

阿部曉子／著　講談社　２０２4年５月発行
『カフネ』

今月のおススメ本今月のおススメ本

心が近づいていく。やさしく、せつない物語。

2025年本屋大賞受賞作。
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し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。
※日程どおりに収集できない場合があります。

７
月

16日㈬ 修道
18日㈮ 津浪一円・筒賀東区
22日㈫ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

23日㈬ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町・
西旭町・古市・新町・神田町・空条

25日㈮ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
28日㈪ 程原・津都見・船場・来見

８
月

１日㈮ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
４日㈪ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
５日㈫ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草

７日㈭ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹・
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

８日㈮ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
12日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
13日㈬ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

　来月の発送は８月５日㈫を予定してい
ます。変更の場合は、無線放送でお知ら
せします。

◦固定資産税 ………………… 第２期
◦国民健康保険税 …………… 第２期
◦後期高齢者医療保険料 …… 第１期
◦介護保険料 ………………… 第４期

（納期限／７月31日）
※納付期限を必ず守りましょう。

今月の納税等来月の発送日

粗大ごみ収集日

７月
14日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・寺領・長原
箕角・上殿中央・長田・杉の泊
※草尾は電話

※粗大ごみ集積場所に出してください。
　（一般のごみ集積場所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている収集区域
　です。収集区域によって収集日が異なりますので、お間違え
　のないようお願いします。
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●問い合わせ先／衛生対策室
　☎23−1120（ポックルくろだお）

7月18日㈮

特定家庭用機器廃棄物の収集日
（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、

洗濯機・衣類乾燥機）

①買い替えの場合➡取扱店に相談
②引き取り手がない場合➡郵便局でリ
　サイクル券購入後、収集の申し込み
　（衛生対策室・本庁住民課・各支所）
③回収日に戸別に収集
※リサイクル料はお問い合わせください。
※リサイクル券とは別に収集運搬料金3,850円
　（家電１台当たり・税込）が必要です。

　検査は事前予約が必要です。問い合
わせ先にご連絡ください。

◇検査日時
　7月1日㈫・15日㈫
　8月5日㈫・19日㈫
　13時～15時
◇検査場所
　広島県庁 農林庁舎1階相談室
　（広島県西部保健所　広島支所内）

●問い合わせ先
　広島県西部保健所広島支所　保健課
　保健対策係　☎082−513−5521

広島県が行うHIV抗原抗体・
梅毒検査・肝炎ウイルス
無料検査日程のお知らせ
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５
月
18
日
、
今
年
度
も
、
川
・
森
・

文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
加
計
高
校

軽
音
楽
部
が
町
内
の
着
付
け
教
室
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
着
物
・
着
付
け

・
振
袖
の
シ
ョ
ー
と
と
も
に
バ
ン
ド
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
と
と
も
に
、

芸
術
や
日
本
文
化
に
親
し
む
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 軽

音
楽
と　

着
物
の
祭
典

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。


